
宇治田原山手線促進だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
住民会議の設立会を 2 月 10 日（月）、宇治田原町総合文化センターで開催しました。当日は、西谷信夫町長や地元選出の国

会・府議会議員が駆けつける中、住民ら約 500 人が集結し、国道 307 号線の代替機能を持ち、まちの活性化に繋がる宇治田

原山手線整備促進決議の採択等を行いました。 

    
がんばろう三唱                              会場内風景 

   

 住民会議の活動の一つとして、「地域住民の声」を関係機関へ届ける『要望活動の実践』を掲げ、第１次署名活動として、地

域住民・町内商工業者・工業団地内企業従事者への署名活動にこれまで取り組んできました。署名活動では、皆様のご協力とご

支援により、16,920 名の署名をいただくことができました。ご協力、誠に有難うございました。 

 皆様からの署名は、3 月１２日（水）に山田啓二京都府知事に提出し、皆様の思いを直接伝えることができました。 

   

山田京都府知事に直接署名を届けました          皆様からいただました 16,920 名の署名 

 

 

 

 

 

 

 

裏面に、住民会議役員名簿と都市計画道路宇治田原山手線整備状況図を掲載しています。 

第１号 
平成２６年３月 

発行：都市計画道路宇治田原山手線の 
早期完成を求める住民会議 

 宇治田原町では、国道 307 号線が基幹道路としての役割を果たしていますが、平成 25 年台風 18 号により、崩落事

象が発生し、全面通行止めとなった際には、交通が麻痺し、町内外から本町へのアクセスに大きな支障が生じ、住民生活

及び企業活動が大きく制約されました。 

 今回、新名神高速道路建設事業が進む中で、将来に向けて更なる交通量の増加が予測されるこの機会に、国道 307 号

線だけに依存している町内交通体制から脱却し、災害時や今後の交通量増加にも対応し、今後のまちづくりを誘導するた

め、宇治田原町に関する者が協力し『都市計画道路宇治田原山手線の早期完成を求める住民会議』を設置しました。 

 今後とも皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

【山田京都府知事のコメント】 

 国道 307 号バイパス山手線について、人口のほぼ倍の署名を集められた。昨年、国道の被害現場に伺ったが、抜本的な

改善が必要と感じた。 

 新名神高速道路の建設が動き、インターもできることは、発展の基礎となることである。今後、町とも検討会を重ね、

実現に向け取り組んでいきたい。 



 

 

住 民 会 議 役 員 名 簿 

会 長  森田 市治（宇治田原町商工会長） 

副会長  松本 健治（宇治田原町区長会長）・田中 修（山手線促進議連会長） 

会 計  垣内 秋弘（山手線促進議連副会長） 

監 事  横田 憲孝（宇治田原工業団地管理組合理事長）・清水 甚（宇治田原町商工会副会長） 

幹 事  奥野 勝生（区長会選出（南区長））・本多 八朗（区長会選出（岩山区長）） 

     山中 要一（区長会選出（立川区長））・上林 昌三（山手線促進議連会計） 

     稲石 義一（山手線促進議連監事）・堀 明仁（宇治田原町商工会事務局長） 

     三木 定久（宇治田原工業団地管理組合専務理事） 

顧 問  尾形 賢（京都府議会議員）・上村 祟（京都府議会議員） 

お問い合わせ先 

都市計画道路宇治田原山手線の 

早期完成を求める住民会議 

住所：宇治田原町大字岩山小字釜井谷 1-36 

宇治田原町商工会館内ｆ 

電話：０７７４－８８－４１８０ｖｖｖｖ 



 


